
第31 回総 会〕

A－84    香辛 裡 ま･刊い べ/貧昴a  保存(: つI' X

/分城 釘島尺雄 友　 右 田静 枕’

食　物　43

目的　 保 与外a    便 弔I: っt  i ゙ z fi ， す 奈 惨 き兪*>    T   I'   う･'   う 関μ）‘力I  .   浩*･ シ 粁 理( こ便

弟-in ぃ る かそ れ は 味 すa  iL ヵヽ り， ル 侑:量 を錬t  t  力 量 ド 耕 取 や れi こ いi  芦h   ごU    < ,

よ邑 缶, °か 生 法゛→ 々T- i>,　4-  や 性/:  っ い て必 不 蜜  ＼i.  な い 。 更(; 係 存 粁 七 しT  * ■ 考 科i  I  ヰ

/t 品ド 添 か しなバヽで利 用 す れ 貼　 各 令吽 の保 侈科 とi     X    ゙ 価 値/t 夫^ ‥ と 尽 心 れi 。 そ ご

乙　 ハ，／と餅 り 暴5- ，こ 楕 や ≪ 春 予 料 き 用 い功 催（ 勁 畏 と 詞 へ･■ t~.

方 征　 辛 販C   /針ﾉ。 ソＺ ff J そ れ １･ れ む>(   f.u   * /,xfり， ひX   μX  μツ吋 と（　 二れ き享 量,勿 心

･m  ̂ ≫    シャ ー1/  /ニA  配　 尽 器 内 ≫   一 隅 に 別 に 談ft  州 に オ- フ'ン の形f' 参 キ叶 を のせt     A   化 庸

打 レ　 峯 辛叶 ・ 輝 む作 成介 ヵヽ ･か 拾ﾀ ヽら1ﾚIf  へlife. If'な い よう1こ し-t   ， 恒 温 スi' ±   /   '乙4  (A-｢/s 
・

パ り こff. を（　 ヵ むり を 生 芦観 齢 しr こ.  #- 辛 軽 と しT  ， 力 丿 眠　 秀b  ,     生本 ， 胡淋ち　y  ^

t  ■/ 尊 町 ト ，ヽ 耕 ま 右千 粁 重^ ／ 尽 器 礪一量 か･名 － ふ, バ偏戸 範 回^‘喋 験 しド".　まt≒　・ ， Ｚ-

の  '%予 料" が スク ロ マI-   ;■■ラ ハ　i  から ， 岬略 什 え しX  の 有効A.  分 卜 に1  検 訂 レヘ

結 果　 が'cに ■ /fr A- ／ か保 与 すI    と,i.y s  B   釘-  it 力 とり ヾ生 え3      （ ←f     U' -I*平 手 丿 司か ニ
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